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はじめに

近年、多くの大学で男女共同参画部門などが設置

されているが、医育大学におけるダイバーシティ環

境推進を促す教育の取り入れ方については機関によ

り異なる。現在、北海道大学（北大）医学部におい

ては４年生を対象に、医師としてのキャリアを考え

ダイバーシティの重要性を伝える授業、旭川医科大

学（旭医）医学部ではワークライフバランスという

テーマのもとワークライフバランスを保つ上で想定

される様々な問題について学ぶ授業が行われてい

る。しかしながら、医学部生におけるダイバーシ

ティの認識についての報告は少ない。そこで、医学

部生におけるダイバーシティの現状や対策に対する

考えを把握し、男女間でダイバーシティに対しての

意識に差があるのか検討し、今後の医育教育がどの

ような変化を必要とするかについて考察し、職場環

境の改善案につなげることを目的にアンケート調査

を行った。

Ⅰ．方法

北大医学部４年生および旭医医学部４年生を対象

に、北大では2022年２月、旭医では2022年10月の授

業時にダイバーシティに関するアンケート調査を実

施した（表１）。北大に関する質問７～９に関して

は北大のみで有効回答とした。アンケート調査は、

10～15分程度の実施時間、無記名で行い、回収後、

全体集計と同時に男女別の解析も行い特徴を検討し

た。

Ⅱ．結果

１．回答者について

対象者198人（北大108人／旭医90人）のうち179

人（北大92人／旭医87人）から回答が得られ、回答

率は90.4％（女性100.0％、男性86.6％）で女性の方

が高かった。回答者の性別は女性が31.3％（56人）、

男性が68.7％（123人）であった。

２．育児について

女性医師が育児のため離職することに関して（質

問１－１）は、「③医師である前に一個人なのだか

ら、いかなる人生の選択も本人の自由だと思う」が

最も多く（全体79.9％、男性82.1％、女性75.0％）、

男女間で認識の差は認めなかった。男性医師の育児

休暇取得について（質問２－１）は「①好ましいこ

とであり推奨すべきだ」、「②まあ好ましいことだと

思う」がそれぞれ59.8％、27.9％と多く、好意的で

ある意見が男女ともに多かった。

３．キャリアについて

管理職志向に関して（質問３）は、「④あまりそ

う思わない・⑤そう思わない」合わせて全体で43.0

％、男性で42.3％、女性で44.6％、「①とてもそう

思う・②まあそう思う」の割合は全体で19.6％、女

性で10.7％、男性で23.6％と女子学生で低い傾向

（p=0.066）があるものの、男女ともに管理職志向

が低い回答の方が多かった。自分の進路への結婚・

出産・家庭生活・育児の影響度（質問４）は「①大

きく影響する」が44.7％と回答した人が最も多く、

次いで「②まあ影響する」が39.7％と多かった。

４．性別による役割について

性別による育児・家事・介護の役割の認識（質問

５）は、乳児期の育児は「b.やや女性の役割」と

認識している割合が男女ともに高く（全体50.8％、

男性47.2％、女性58.9％）、それ以外の役割は「c.同

等」と回答した人が、幼児期の育児で74.3％、家事

で79.3％、介護で87.2％と最も多かった。

５．�ジェンダーギャップ、北海道大学の取り組みに

ついて

ジェンダーギャップに関する認識は世界の中での

日本の位置に関して（質問６）は「a.かなり問題だ・

b.やや問題だ」と回答した人が最も多く、全体で

68.2％、男性で67.5％、女性で92.8％であった。北

大内の女性教員比に関して（質問７）は、「a.かな

り問題だ・b.やや問題だ」と回答した人が男性で

42.6％、女性で73.9％であった。ダイバーシティ推

進に関する北大の取り組みに関して（質問８、質問

９）は賛成意見が多かった。

Ⅲ．考察

本調査からは医学部生の①ワークライフバランス
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の尊重意識、②キャリアアップに関する意識の低さ、

③ジェンダーギャップに対する男女間の温度差が明

らかとなった。女性の離職を個人の自由として認識

し、管理職志向すなわちキャリアアップに対し必ず

しも積極的ではない意見が多い点は、ワークライフ

バランスの重要視と関連があるかもしれない。た

だ、2012～2013年に日本医師会発行雑誌から選出さ

れた読者の各大学で実施された医学部生へのキャリ

ア・家庭についてのアンケートの報告では約８割で

男性医師の育児休暇取得について好意的であり、約

６割でライフイベントがキャリアへ影響すると考え

ており、2022年に実施した本アンケートよりも２割

程度どちらも少なく１）、世代間の認識にギャップが

ある可能性が示唆され、今後も経時的な調査が必要

であると考える。

一方で、このキャリアアップへの意識の低さは、

今後の職場環境改善の必要性が示されている可能性

がある。管理職になった場合に、自分の希望する

ワークライフバランスが実現できないという懸念も

あるかもしれない。これは管理職への意識のみなら

ず、医師の診療科や地域偏在といったことにも影響

を及ぼしている可能性もある。そのため、若い世代

の意識の変容に対して果たすべき業務の質・量・形

式の最適化の循環が持続可能な医療現場の推進に寄

与すると考えられる。例えば、男性育児参加の理解

や支援のほか、医師の働き方改革の一環としてタス

クシェアリングやオンコール体制を導入する診療科

が増えているが、業務の効率化が報告されており２）、

期待される。

社会的役割やキャリア選択へのライフイベントへ

の影響度は男女差が認められない一方で、ジェン

ダーギャップに関する認識や北大内の女性教員比に

関しては女子学生では問題であると認識していた

が、男子学生では割合は低下し、特に北大内の女性

教員比に関しては半数以下であった。大学教育の中

でお互いのキャリアの理解やその問題について考え

るブレーンストーミングなどの参加型授業が必要な

のかもしれない。逆差別、ロールモデルの不在と

いった個別意見も認められたことから、基準の明文

化やそれから逸脱しない登用、教員としての業務

経験や育成の機会を十分に与える取り組みの強化、

ロールモデルの提供３）、アンコンシャスバイアスの

是正が必要と考えられる。

おわりに

医学部生において社会的役割の認識に関しては男

女差を大きく認めず、男性育児に好意的な意見や

キャリア選択においてライフイベントが影響すると

の意見が男女ともに多く、ワークライフバランスを

尊重する意識が高いことが窺えた。さらには男女と

もにキャリア志向に関しても必ずしも高くはないこ

とが窺え、若い世代の意識の変容を認識し、職場環

境改善の必要性があると考える。一方で、ジェン

ダーギャップや女性教員低採用比率に対する問題意

識に関しては男女差が認められた。男性育児に関し

て支援環境を今後さらに整えていく必要があるのと

同時に、お互いが納得できるキャリア形成の実現化

が求められる。

［COI開示］本論文に関して筆者らに開示すべきCOI

状態はない。

［謝辞］本研究はダイバーシティ研究環境推進室の

「北海道大学ダイバーシティ研究環境実現に向けた

研究助成」による支援を受けたものである。
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質質問問 選択肢

1

医医師師免免許許をを持持つつ女女性性がが育育児児ののたためめにに
離離職職すするるここととににつついいてて、、ああななたたのの考考
ええにに近近いいももののをを選選んんででくくだだささいい。。
11--11..  ごご自自身身ももししくくははパパーートトナナーーにに
対対ししててののおお考考ええにに近近いいももののをを選選んんでで
くくだだささいい。。
11--22..  同同僚僚にに対対ししててののおお考考ええにに近近いい
ももののをを選選んんででくくだだささいい。。

1.医師が不足している中、多く
の資源を投じて養成した医師が
離職することは防ぐべきだ
2.育児は大変なものであり、中
途半端に仕事を続けるよりむし
ろ離職する方が良い
3.医師である前に一個人なのだ
から、いかなる人生の選択も本
人の自由だと思う
4.育児のために離職するような
女性は、初めから医学部に入る
べきではないと思う

2

男男性性医医師師がが育育児児休休暇暇をを取取得得すするるこことと
ににつついいてて、、ああななたたははどどうう思思いいまますす
かか？？
22--11..  ごご自自身身ももししくくははパパーートトナナーーにに
対対ししててののおお考考ええにに近近いいももののをを選選んんでで
くくだだささいい。。
22--22..  同同僚僚にに対対ししててののおお考考ええにに近近いい
ももののをを選選んんででくくだだささいい。。

1.好ましいことであり推奨すべ
きだ
2.まあ好ましいことだと思う
3.どちらともいえない
4.あまり好ましくないと思う
5.好ましくないと思う

3

ああななたたはは将将来来、、管管理理職職（（教教授授・・部部長長
ななどど））ににななりりたたいいとと思思いいまますすかか？？

1.とてもそう思う
2.まあそう思う
3.どちらともいえない
4.あまりそう思わない
5.そう思わない

4

ああななたたはは、、自自分分のの臨臨床床研研修修先先やや専専門門
分分野野をを選選ぶぶににああたたっってて、、結結婚婚・・出出
産産・・家家庭庭生生活活・・育育児児とといいっったた要要素素がが
どどのの程程度度影影響響すするるとと感感じじまますすかか？？

1.大きく影響する
2.まあ影響する
3.どちらともいえない
4.あまり影響しない
5.全く影響しない

5

次次のの各各項項目目はは、、男男女女どどちちららのの役役割割だだ
とと感感じじまますすかか？？��ああててははままるる選選択択肢肢
をを選選んんででくくだだささいい。。
55--11．．乳乳児児期期((11歳歳未未満満))のの育育児児
55--22．．幼幼児児期期（（22～～55歳歳））のの育育児児
55--33．．家家事事（（炊炊事事・・洗洗濯濯・・掃掃除除なな
どど））
55--44．．親親のの介介護護

a.女性の役割
b.やや女性の役割
c.同等
d.やや男性の役割
e.男性の役割

6

現現在在、、わわがが国国のの「「経経済済」」「「政政治治」」
「「教教育育」」「「健健康康」」のの４４つつのの分分野野のの
デデーータタかからら作作成成さされれ男男女女格格差差をを測測るる
ジジェェンンダダーーギギャャッッププ指指数数（（GGeennddeerr
GGaapp  IInnddeexx：：GGGGII））はは、、115533かか国国中中112211
位位ででししたた。。そそのの現現状状ににつついいててああななたた
ははどどののよよううにに思思いいまますすかか？？

a.かなり問題だ
b.やや問題だ
c.どちらともいえない
d.それほど問題ではない
e.全く問題でない

7

現現在在、、北北海海道道大大学学のの女女性性教教員員（（専専任任
教教員員・・助助手手））のの比比率率はは1133..66%%
（（RR22..55..11時時点点））とと低低いい割割合合ととななっってて
いいまますす。。そそのの現現状状ににつついいててああななたたはは
どどののよよううにに思思いいまますすかか？？

a.かなり問題だ
b.やや問題だ
c.どちらともいえない
d.それほど問題ではない
e.全く問題でない

8

北北海海道道大大学学はは、、女女性性研研究究者者・・外外国国人人
研研究究者者・・教教員員のの比比率率をを増増ややすすたためめのの
支支援援をを行行っってていいまますす。。ここののここととににつつ
いいててああななたたははどどののよよううにに思思いいまますす
かか？？

a.賛成
b.反対
c.わからない

9

北北海海道道大大学学ににははダダイイババーーシシテティィ研研究究
環環境境推推進進室室がが存存在在しし、、北北海海道道大大学学病病
院院ににはは男男女女共共同同参参画画推推進進室室ががあありり、、
支支援援・・環環境境整整備備・・啓啓発発活活動動がが行行わわれれ
てておおりりまますす。。ここののここととににつついいててああなな
たたははどどののよよううにに思思いいまますすかか？？

a.賛成
b.反対
c.わからない

表表11..  アアンンケケーートトででのの質質問問内内容容

図.各質問に対する回答内訳（比率と回答数）

表１.アンケートでの質問内容


